
一般的に、酸化チタンや 35％過酸化水素を混合した薬剤を歯面に塗布し、光照射することにより歯の漂白効果が認められる。我々はヒドロ

キシアパタイト配合のトゥーストリートメントペーストに酸化チタンやシリカ粉末、35％過酸化水素を混合して用いる新規歯面漂白材を開

発した。ヒトの歯のエナメル質の厚みは歯種により差があり、中切歯から犬歯唇側で 1000 µm程度、小臼歯頬側面で 1300 µm程度、大臼

歯頬側面で 2000 µm程度である。そこで、ホワイトニング効果が最も求められる前歯部の抜去歯牙に薬剤を塗布し、薬剤の漂白効果や歯面

の表面性状の変化を調査することを目的とする。 
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